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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・認知科学 
キーワード：社会認知科学・感情理解 
 
１．研究計画の概要 
(1) 本研究は，成人を対象に，顔，表情，視
線，ジェスチャーなどの多様な社会信号から
他者の心的状態を推測し，それを適切な応
答・表出反応に結びつける社会情報処理の心
理基盤・神経基盤を実証的に明らかにするこ
とを目的としている． 
(2)主に用いる刺激はﾓｰﾌｨﾝｸﾞにより作成し
た表情動画（怒り，恐怖，喜びなど基本６情
動），および視線や顔向きの異なる表情静止
画であり，これらを用いた知覚実験，感情認
知実験，表情動画知覚時の表出反応計測実験，
表情表出が他者表情からの感情認知に及ぼ
す影響に関する実験，ｆＭＲＩ計測等を実施
する． 
(3)さらに，Baron-Cohen らが作成した「眼か
ら心を読むテスト Reading-Mind-in the Eyes 
Test」のアジア版を作成して日米で実施し，
ｆＭＲＩ計測の結果と対応させて内集団・外
集団の成績を比較分析する． 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 動的表情の知覚によって生じる知覚者
の無意図的表情表出の特性の検討．中性表情
から喜び，中性表情から怒りに変化する動画
表情刺激を用い，受動的注視中の被験者の自
発的な表出映像をプロンプタにより撮影し，
FACS の AU4(眉を寄せて下げる)，および
AU12(口角を上げる)の２箇所きに着目して
表出表情の分析を行なった．その結果，表情
動画の知覚時に自発的に表出される知覚者
の表情は，知覚している表情の変化部位と共
通する部位に情動と類似した情動価を示す
ことが示唆された．これらの自発的表情表出
は，モーフィングにより作成した人工的な表

情動画映像と，自然な表情動画映像のいずれ
においても同程度に生起した． 
(2)視線が感情認知におよぼす影響に関して，
「眼から心を読むテスト（Reading-Mind in 
the Eyes）」のアジア版を作成し，オリジナ
ル版と併用して，日本人―米国人被験者での
比較を行なった．とくに感情判断の特徴に日
米差はあるか，内集団バイアスがみられるか
どうかを中心に検討したところ，日本人被験
者，米国人被験者のいずれにも明確な内集団
バイアスがみられ，内集団の視線画像からの
感情認知の正答率が外集団の正答率よりも
高いことが示された．また，こうした内集団
バイアスの生起に関連する脳部位を検討す
るため fMRI 計測を行い，両側上側頭溝後部
に高い活動がみられることが分かった． 
(3)顔向きによる注意シフト課題における顔
向き手がかりの有効性が人物印象（好悪）の
形成に及ぼす影響に関して検討した．その結
果、ターゲットの出現位置と一致する手がか
りとなった人物の顔の好意度が、統制条件の
人物の顔の好意度よりも高くなることが明
らかになり，他者の顔向きと物体との関係お
よび物体に対する自我関与という３項関係
において他者への好感度が変動することが
明らかになった．  
（4）表情が，不安のレベルに依存して，視
線による注意シフトが促進されるという仮
説を恐怖表情と中性表情との比較により検
証し，状態不安が高いと恐怖表情での視線変
化が注意シフトを促進することを示した． 
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３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
（理由） 
・表情動画を用いた心理実験およびｆＭＲＩ
実験は研究成果も公表されている． 
・「眼から心を読むテスト」を用いた日米比
較研究は，予想通り，内集団の認知成績が高
いという内集団バイアスを示す結果が得ら
れ，ｆＭＲＩ研究と対応させた成果も公表で
きた． 
・表情表出が他者の表情認知に及ぼす影響に
ついては，現在予備実験が終了した段階であ
る． 
・表情刺激以外の情動刺激（ジェスチャー映
像）を用いた研究の進行は予定よりもやや遅
れ気味であり，2009 年度での実施を予定して
いる． 
 
４．今後の研究の推進方策 
当初，2008 年度に実施する計画であった，自
然な感情変化（e.g. 怒り→悲しみ，驚き→
喜び）と日常経験することのない感情変化
（e.g. 喜び→怒り，恐怖→喜び）の表情動
画を用いた文化比較研究の実施を鋭意進め
る計画である．また，表情とジェスチャーを
組み合わせたときの感情認知研究は現在ジ
ェスチャー映像の撮影が終わった段階であ
り，2009 年度中に実施する計画である． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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